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国
民
健
康
保
険
制
度

国
民
健
康
保
険
は
、
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
に
備
え
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が

お
金
（
国
民
健
康
保
険
税
）
を
出

し
合
い
、
必
要
な
医
療
費
に
充
て

る
公
的
医
療
制
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

急
速
な
人
口
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
伴
い
、

医
療
費
は
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
医

療
費
の
増
加
は
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

川
辺
町
で
は
、
平
成
14
年
12
月
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
が
可
決
さ
れ
、
平
成
15
年
度
分

の
国
民
健
康
保
険
税
の
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。

今
回
は
国
民
健
康
保
険
の
し
く
み
と
税
率
改
正
に
つ
い
て
町
民

の
み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

て
い
る
人
や
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
な
ど
を
除
き
、
全
て
の
人

は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
国
民
健
康
保
険
は
市
町
村

あ
る
い
は
国
民
健
康
保
険
組
合
が

経
営
主
体
と
な
り
運
営
し
て
い
ま

す
「
図
1
」。

国
民
健
康
保
険
の
財
源

川
辺
町
で
は
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
を
設
け
て
運
営
し
て
い
ま

す
。
こ
の
財
源
は
、
加
入
者（
被

保
険
者
）の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
税
の
ほ

か
、
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
か
ら

成
り
立
っ
て
お
り
、
財
源
の
約

60
％
は
加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
病

気
や
ケ
ガ
を
し
て
医
療
機
関
に
か

か
っ
た
と
き
な
ど
の
保
険
給
付

（
医
療
費
）に
使
わ
れ
て
い
ま
す

「
図
2
」。
こ
の
国
民
健
康
保
険
税

が
不
足
す
る
と
医
療
費
を
十
分
に

支
払
え
な
く
な
り
、
安
心
し
て
診

察
や
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

川
辺
町
国
民
健
康
保
険
の
現
状

川
辺
町
の
国
民
健
康
保
険
の
医

療
費
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
医
療
費
の
推
移
「
図
3
」
で

は
、
平
成
9
年
度
以
降
医
療
費
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
特
に
老
人

被
保
険
者
に
伴
う
医
療
費
の
増
加

は
一
般
被
保
険
者
ま
た
は
退
職
被

保
険
者
と
比
べ
大
き
な
増
加
が
見

ら
れ
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
は

そ
の
年
に
予
想
さ
れ
る
医
療
費
か

ら
、
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
と
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
支
払
う
一
部

負
担
金
を
差
し
引
い
た
分
か
ら
計

算
さ
れ
ま
す
の
で
、
医
療
費
が
増

加
し
続
け
る
と
国
民
健
康
保
険
税

も
そ
れ
に
応
じ
て
増
加
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
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図1

図2

国民健康保険のしくみ

被保険者
（加入者）

保険者
（市町村・国保組合）

保険税納付

保険証交付

保険医療機関など 国保連合会
審査・支払

医療費の請求

医
療
費
の
確
定

医
療
費
の
払
込
み

受
診
し
て
一
部

負
担
金
を
支
払

診
療（
本
人
・
家
族
）

医療費の支払

国民健康保険税
2億8,413万円
39％

国民健康保険税
2億8,413万円
39％

国庫支出金
2億3,731万円
32％

国庫支出金
2億3,731万円
32％

その他
2億1,276万円
29％

その他
2億1,276万円
29％

収入　7億3,420万円

保険給付費
4億4,121万円
60％

老人保健拠出金
2億2,455万円
31％

保険給付費
4億4,121万円
60％

その他
6,356万円
9％

その他
6,356万円
9％

老人保健拠出金
2億2,455万円
31％

支出　7億2,932万円

※平成13年度　
川辺町国民健康保険特別会計決算書より



税
率
改
正
の
理
由

こ
う
し
た
医
療
費
の
増
加
は
、

平
成
14
年
度
特
別
会
計
に
も
影
響

が
で
て
き
て
お
り
、
医
療
費
な
ど

の
支
出
を
国
民
健
康
保
険
税
な
ど

の
収
入
で
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
収

入
不
足
分
は
国
民
健
康
保
険
基
金

か
ら
5
、4
0
0
万
円
程
度
繰
入

を
行
い
賄
う
予
定
と
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
基
金
も
残
り
わ
ず
か
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

保
険
税
の
税
率
を
改
正
し
な
い
と

平
成
16
年
度
に
は
基
金
も
な
く
な

り
健
全
な
運
営
が
で
き
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
「
図
4
」。

税
率
改
正
の
内
容

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
平
成
15

年
度
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
を
「
図
5
」
の
と
お
り
改
正
い

た
し
ま
し
た
。
改
正
に
あ
た
っ
て

は
、
国
民
健
康
保
険
基
金
か
ら
一

定
の
金
額
を
特
別
会
計
に
繰
り
入

れ
た
り
資
産
割
の
税
率
を
据
え
置

く
な
ど
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の

負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め

考
慮
し
て
あ
り
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
税
は
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と

き
の
医
療
費
に
充
て
ら
れ
る
貴
重

な
財
源
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
の
医
療
費
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
今
年
も
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

増
え
続
け
る
医
療
費
を
抑
え
る

た
め
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

ま
ず
、
か
か
り
つ
け
医
を
見
つ
け

る
こ
と
で
す
。
か
か
り
つ
け
医
の

よ
い
と
こ
ろ
は
、
比
較
的
待
ち
時

間
が
短
い
こ
と
や
受
診
の
手
続
き

も
簡
単
で
、
入
院
や
検
査
が
必
要

な
場
合
に
は
、
適
切
な
病
院
・
診

療
科
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
家
族
の
病
状
・
病
歴
、
健
康

状
態
を
把
握
し
て
い
る
の
で
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
す
ぐ
に
対
応
し

て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
、

病
院
や
薬
に
頼
ら
な
く
て
も
い
い

よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ

か
ら
健
康
管
理
を
行
い
、
病
気
の

予
防
に
努
め
る
こ
と
で
す
。
定
期

的
に
健
康
診
断
を
受
け
、
病
気
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
基
本
健
診
や
が
ん
検

診
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
加
入
者
に
つ
い
て
は

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
上
手
に
利
用
し
健
康
管
理

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

一
般
被
保
険
者

退
職
被
保
険
者
及
び
老
人
被

保
険
者
以
外
の
方
。

退
職
被
保
険
者

老
齢
ま
た
は
退
職
に
よ
り
年

金（
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な

ど
）給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
で
、
年
金
加
入
期
間
が

20
年
以
上
ま
た
は
40
歳
以
降
10

年
以
上
の
方（
本
人
及
び
そ
の

扶
養
者
を
含
む
）。
た
だ
し
、

老
人
被
保
険
者
に
該
当
す
る
方

は
除
か
れ
ま
す
。

老
人
被
保
険
者

（
老
人
医
療
受
給
対
象
者
）

75
歳
以
上
の
方
や
65
歳
以
上

75
歳
未
満
で
寝
た
き
り
な
ど
一

定
の
障
害
を
持
っ
て
い
る
方
。

老
人
保
健
拠
出
金

老
人
保
健
法
に
よ
り
実
施
さ

れ
る
医
療
に
要
す
る
経
費
を
各

医
療
保
険
者
が
共
同
し
て
支
払

う
金
額
。

保
険
給
付
費

病
気
、
ケ
ガ
、
出
産
や
死
亡

が
生
じ
た
場
合
に
、
医
療
機
関

ま
た
は
被
保
険
者
に
支
払
わ
れ

る
金
額
。
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図3 国民健康保険の医療費の推移図4 国民健康保険基金の推移

0

2,000万円

6,000万円

1億0,000万円

1億4,000万円 1億2,736万円 1億2,773万円 1億2,690万円

7,218万円

1,219万円

平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度

基金保有額

※平成14.15年度は見込み。
0

2億

6億

10億

14億

平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度

医療費合計

平成 9年度 10億8,426万円

平成10年度 11億7,279万円

平成11年度 13億2,754万円

平成12年度 13億3,401万円

平成13年度 14億2,271万円

図5

平成15年度から国民健康保険税（医療分）の
税率が次の表のように改正されます。

※介護納付金分の税率は現行のままで今回は改正
されません。

所得割

資産割

均等割

平等割

世帯内の加入者の
前年中総所得金額
を合計して計算し
ます。

世帯内の加入者の
固定資産税額に応
じて計算します。

世帯内の加入者数
に応じて計算しま
す。

一世帯いくらで計
算します。

区　　分 改正前 改正後

3.8％

33.0％

21,500円

24,000円

4.6％

33.0％

24,000円

26,000円

お
問
い
合
わ
せ

役
場
税
務
課

T
E
L
5
3
―

2

5
1
1

内
線（
1
3
0
）

国
民
健
康
保
険

用
語
の
解
説

保
健
師
か
ら

上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

保
健
師
か
ら

上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

①一般被保険者
②退職被保険者
③老人被保険者

③

②

①
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町職員の給与は、人事院や県人事委員会の給与勧告、その他地方公共団体、民間企業
などとのバランスを考え、地方公務員法などにより町議会で給与条例審議を行い決定さ
れています。今回は、川辺町一般職員及び特別職の給与制度とその運用などについてご
理解いただけるようそのあらましをお知らせします。

職員給与費の状況（平成１４年度一般会計予算）

一般行政職の給別職員数の状況（平成１４年４月１日現在）

職員人件費の状況（平成１３年度普通会計決算）

職
員
の
平
均
給
料
月
額（
平
成
１４
年
１
月
１
日
現
在
）

平
均
給
与
月
額
お
よ
び
平
均
年
齢
の
状
況

職
員
の
経
験
年
数（
平
成
１４
年
４
月
１
日
現
在
）

学
歴
別
平
均
給
料
月
額
の
状
況

職
員
の
初
任
給
の
状
況（
平
成
１４
年
４
月
１
日
現
在
）

合 計
7億4,729万1千円
1人あたり給与費
628万円

給 料
４億３,１７４万

６千円

普通会計
歳 出 額

４０億５,３８７万９千円

人件費
９億１,７４８万９千円

22.6%

人件費以外
３１億３,６３９万０千円

77.4%

＊ここでいう人件費とは、一般職員及び特別職職員の給料や
職員手当、共済費をいいます。

職員手当
１億３,０５７万

０千円

期末・勤勉手当
１億８,４９７万

０千円

中 学 卒

区 分

職 員 数

平成１４年度構成比

平成１３年度構成比

平成９年度構成比

標 準 的 な
職 務 内 容

１ 級

0人

0%

0%

13.10%

主事補
技術補

2 級

１０人

13.30%

16.90%

22.60%

主 事
技 師

3 級

１３人

17.30%

15.60%

11.90%

主任主事
主任技師

4 級

12人

16.00%

14.20%

8.30%

主 査
技術主査

5 級

１３人

17.30%

18.20%

17.90%

主任主査
主任技術主査

6 級

１４人

18.80%

16.90%

10.70%

課長補佐

7 級

１０人

13.30%

13.00%

14.30%

課 長
対策監
主 幹

8 級

３人

4.00%

5.20%

1.20%

参 事
課 長

合 計

７５人

100%

100%

100%

技能労務職

１
８
６
、７
０
０
円

１
７
７
、５
０
０
円

１
９
１
、５
０
０
円

３
３
３
、７
０
０
円

２
２
４
、８
０
０
円

２
８
０
、４
０
０
円

４
０
０
、０
０
０
円

２
６
３
、９
０
０
円

３
４
８
、３
０
０
円

高 校 卒

一般行政職

大 学 卒

一般行政職

大 学 卒

決 定
初任給

採用２年
経過日
給料月額

平
均
給
与
月
額

３
４
７
、３
５
６
円

平
均
給
与
月
額

３
０
１
、５
０
０
円

平
均
給
与
月
額

２
２
２
、９
７
９
円

平
均
給
料
月
額

２
２
０
、３
９
３
円

１
７
４
、４
０
０
円

（
１
７
４
、４
０
０
円
）

１
８
８
、９
０
０
円

（
１
８
８
、９
０
０
円
）

一般行政職
平均年齢（ ４０.９歳 ）

技能労務職

＊給与月額とは、給料月額に諸手当を
加えた金額である。

（ ）内は国家公務員

＊経験年数とは卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合
の採用後年数をいいます。

＊平成12年４月１日から保育士は福祉職に区分され、上記の数字
に保育士は含まれません。

＊職員数は、給与条例に基づく給料表の級区分によります。 ＊標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
＊平成12年４月から保育士は福祉職に区分され、上記の数字に保育士は含まれません。

平均年齢（ ４９.６歳 ）高 校 卒

決 定
初任給

採用２年
経過日
給料月額

１
４
１
、９
０
０
円

（
１
４
１
、９
０
０
円
）

１
５
１
、８
０
０
円

（
１
５
１
、８
０
０
円
）

経験年数１０年以上１５年未満
経験年数１５年以上２０年未満
経験年数２０年以上２５年未満
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職員手当の状況（平成１４年４月１日現在）部門別職員の状況（各年４月１日現在）

定員適正化計画の年次別推進手順の概要（各年４月１日現在）

特別職の報酬などの状況（平成１４年４月１日現在）

川辺町定員適正化計画

＊退職手当の一人当たりの平均支給額は、過去５年間に退職した
全職種にかかる職員に支給された平均額です。

＊一般行政職とは、特別職・税務・保健・保育・教育・水道に従事する職員以外の職員です。（職種区分表による一般行政職）
＊定員モデルとは、各地方公共団体の人口、面積、規模などの行政指標をもとに想定される適正職員数を示したもの。

区分
部門 職員数（人） 対前年増減数（人）

平成１２年区分

議 会

総 務

税 務

労 働

農 水

商 工

土 木

小 計

民 生

衛 生

小 計

教 育

警 察

消 防

小 計

病 院

水 道

交 通

下水道

その他

小 計

総合計

2

22

8

8

1

10

51

29

7

36

27

27

4

8

2

14

128

平成13年

2

20

8

8

1

13

52

27

7

34

23

23

3

8

5

16

125

平成14年

2

19

8

8

1

14

52

27

8

35

24

24

3

6

5

14

125

平成１２年

－1

1

0

2

－1

1

2

2

0

3

平成13年

0

－2

0

0

0

0

3

1

－2

0

0

－2

－4

0

0

－4

0

－1

0

0

3

2

－3

平成14年

0

－1

0

0

0

0

1

0

0

1

0

1

1

0

0

1

0

0

0

－2

0

－2

0

一
般
行
政
部
門

福
祉
関
係

公
営
企
業
な
ど

給

料

報

酬

特
別
行
政

川 辺 町
国の制
度との
異同

同

同

同

同

同

（平成１３年度支給割合）
期末手当 勤勉手当

６月期 １．４５月 ０．６月
１２月期 １．５５月 ０．５５月
３月期 ０．５５月
計 ３．５５月 １．１５月

職制上の段階、職務の級などによる加算措置 有
(支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続２０年 ２１.０月分 ２８.８７５月分
勤続２５年 ３３.７５月分 ４４.５５月分
勤続３５年 ４７.５月分 ６２.７月分
最高限度額 ６０.０月分 ６２.７月分
その他の加算措置 定年前早期退職 特別措置

（２％～２０％加算）

[一人当たり平均支給額（自己都合） ４,４９８千円]
[一人当たり平均支給額（定年退職）１５,７７０千円]
●配偶者 月額１６,０００円
●配偶者以外の２人までそれぞれ 月額 ６,０００円
（配偶者が被扶養者でない場合は、そのうち１人について）

月額 ６,５００円
（配偶者がいない場合は、そのうち１人について）

月額１１,０００円
●その他の扶養親族 月額 ３,０００円
（１６歳から２２歳の子には５,０００円加算）
●所有住宅の世帯主である者 月額 １,０００円
（取得後５年を経過するまでの間は２,５００円）
●賃貸住宅を借り受け一定額以上の家賃を支払っている者

限度月額２７,０００円
●交通機関などの利用者
運賃など相当額 最高５０,０００円

●自動車などの使用者
通勤距離片道 ２㎞以上 ５㎞未満 ２,０００円

５㎞以上１０㎞未満 ４,１００円
１０㎞以上１５㎞未満 ６,５００円
１５㎞以上２０㎞未満 ８,９００円
２０㎞以上２５㎞未満 １１,３００円
２５㎞以上３０㎞未満 １３,７００円
３０㎞以上３５㎞未満 １６,１００円
３５㎞以上４０㎞未満 １８,５００円
４０㎞以上 ２０,９００円

期末手当
勤勉手当

退職手当

扶養手当

住居手当

通勤手当

区 分 給 料 月 額 等 期末手当（１３年度支給割合）
町 長
助 役
収 入 役

議 長
副 議 長
議 員

700，000円
592，000円
541，000円

274，000円
213，000円
190，000円

２.０５月分
２.１０月分
０.５５月分
４.７０月分
２.０５月分
２.１０月分
０.５５月分
４.７０月分

６月期
１２月期
３月期
計

６月期
１２月期
３月期
計

部 門 区 分

減 員

増 員

差 引

職員数

平成１２年度
（計画前年）

74

3

平成１３年度
（実 績）

平成１４年度
（実 績） 平成１５年度 平成１６年度

平成１３年度～
平成１７年度計

2

1

－1

73

2

2

1

－1

72

1

1

2

1

73

2

3

1

－2

71

0

9

6

－3

71

0

平成１７年度

1

1

0

71

0

一般行政職

（単位：人）

定員モデル超過数

町では平成１３年１月に定員適正化計画を策定し、平成１７年度には一般行政職の
職員数を７１名にする計画です。
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確
定
申
告
書
な
ど
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
、
納
税
者
自
ら
正
し

く
作
成
し
提
出
し
て
い
た
だ
く
「
自
書
申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
申
告
相
談
会
場
で
も
、
ご
自
身
で
確
定
申
告
書
な
ど
を
作
成

し
て
い
た
だ
く
よ
う
相
談
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
前
も
っ
て
用
意
し
、
事
前
に
金
額
の

確
認
や
計
算
は
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
・
住
民
税
の
申
告

２
月
１７
日（
月
）〜
３
月
１７
日（
月
）

平
成
１５
年
１
月
１
日
現
在
、
川

辺
町
に
住
ん
で
い
る
満
１９
歳
以
上

の
人
に
申
告
書
を
郵
送
し
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
お
送
り
す
る
「
申
告

書
の
手
引
」
を
見
な
が
ら
必
要
箇

所
を
記
入
し
、
期
間
内
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

所
得
の
な
い
人
な
ど
で
も
今
後

所
得
証
明
が
必
要
な
場
合
、
申
告

を
さ
れ
て
い
な
い
と
、
証
明
を
お

出
し
す
る
事
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
申
告
は
、

国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
も
兼
ね

て
い
ま
す
の
で
、
加
入
者
は
税
の

軽
減
を
受
け
る
た
め
に
必
要
で
す
。

所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
１４
年
１
月
１
日
〜
１２
月
３１

日
ま
で
の
１
年
間
に
得
た
総
所

得
を
申
告
し
ま
す
。

【
時
間
】

午
前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】

川
辺
町
役
場
３
階
第
３
会
議
室

（
各
地
区
出
張
相
談
の
日
時
、

場
所
に
つ
い
て
は
、
左
ペ
ー
ジ

参
照
）

※
な
お
、
税
務
署
か
ら
日
時
を
指

定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
指

定
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
配
当

な
ど
の
所
得
の
あ
る
人

▽
保
険
の
満
期
到
来
や
解
約
に
よ

っ
て
一
時
所
得
の
あ
る
人

▽
給
与
の
収
入
が
２
千
万
円
以
上

▼
印
鑑（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

▼
申
告
書

▼
収
支
内
訳
書
（
営
業
、
農
業
、

不
動
産
な
ど
）

▼
源
泉
徴
収
票
や
支
払
調
書
（
給

与
、
年
金
、
賃
金
な
ど
）

▼
売
買
契
約
書
と
必
要
経
費
な
ど

の
人

▽
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

取
っ
て
い
る
人

▽
年
の
途
中
で
退
職
し
た
人

▽
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
人

▽
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る
人

▽
土
地
な
ど
の
譲
渡
所
得
の
あ
る

人
※
申
告
に
は
、
本
人
ま
た
は
内
容

の
わ
か
る
人
が
お
越
し
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

の
領
収
書
（
譲
渡
所
得
）

▼
生
命
保
険
な
ど
各
種
保
険
料
の

控
除
証
明
書

▼
障
害
者
手
帳
な
ど

▼
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る
た
め

の
書
類

（
詳
し
く
は
広
報
か
わ
べ
１
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

▼
本
人
名
義
の
通
帳
ま
た
は
振
替

を
希
望
さ
れ
る
口
座
番
号
の
わ

か
る
も
の

１９
歳
以
上
の
人
に

申
告
用
紙
を
配
布

申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
相
談

確
定
申
告
・
住
民
税
の
申
告

確
定
申
告
・
住
民
税
の
申
告
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町
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
書
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

＊
平
成
15
年
度
か
ら
町
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
書
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
の
申
告
書
と
記
載
方
法
を
変
更
し
た
欄
が
あ
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
役
場
税
務
課
職
員

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
業
所
得
等
の
計
算
の
際
に
は
、
役
場
備
え
付
け
の
用
紙
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書

地　区　相　談　日　程地　区　相　談　日　程

時間　午前９時～正午　午後１時～午後３時

相談日 会　　場 対 象 地 区

※各地区の申告相談会場では、土地等の売却による譲渡所得の申告はできません。
該当される方は役場申告相談会場TEL. 53－2511（内線130）又は、関税務署TEL. 0575－22－2233へご相談ください。

２／２０（木） 下 飯 田 公 民 館　　　　　　　　下飯田・福島

２１（金） 下 川 辺 公 民 館　　　　　　　　下川辺

２４（月） 鹿　塩　公　民　館　　　　　　　　鹿　塩

２５（火） 下 麻 生 公 民 館　　　　　　　　下麻生・下吉田上

２６（水） 上川辺コミュニティーセンター　　　上川辺・上石神

２７（木） 西 栃 井 公 民 館　　　　　　　　西栃井

２８（金） 川辺海洋センター（Ｂ&Ｇ） 比久見・下吉田下

３／　３（月） 役場３階第３会議室　　　　　　　　中川辺・下石神
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加茂地区サッカー協会とJAみのかもが主催するJAみのかも
カップ・少年サッカー選手権大会が開催され40チーム、約600名
のサッカー少年らが参加しました。
川辺町のサッカー少年団からCクラス（4年生）の部に出場したチーム

が優勝。Bクラス（5年生）に出場したチームが3位と優秀な成績でした。

町消防団の仕事始めとなる「消防出初め式」が行われました。
中央公民館で行われた式典では団員の日頃の活動を評し各種表彰や激励の言葉があ
りました。式典の後は恒例となっている商店街で約180名による分列行進や川辺漕艇
場で飛騨川に向け赤色や青色、黄色に着色した水を一斉放水しました。昨年の出初め
式は大雪の中行われましたが、今年は天候に恵まれ晴天の中行うことができました。

川辺の少年サッカーチーム優勝 12
15

（日）

晴天の中「出初め式」 1
4

（土）

寄 付・寄 贈

◎
寄
付
・
寄
贈

―
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
―

《
社
会
福
祉
協
議
会
へ
》

原

た
づ

様

藤
吉

加
一

様

…
1
0
0
、0
0
0
円

川
辺
町
仏
教
会

様

…
3
0
、0
0
0
円

匿

名
…
3
0
、0
0
0
円

東
濃
信
用
金
庫
川
辺
支
店

様

…
ア
ル
ミ
車
イ
ス
3
台

《
川
辺
町
へ
》

財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

岐
阜
加
茂
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

様

…
1
0
、0
0
0
円

㈲
榊
間
石
油
川
辺
給
油
所

代
表
取
締
役

榊
間

修

様

…
2
0
、0
0
0
円

社
員
一
同

様

…
3
0
、0
0
0
円

社
会
福
祉
等
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
、
寄
附
・
寄
贈

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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中央公民館で、町商工会女性部の約
20名のみなさんが、そば打ち体験を
行いました。
講師役は商工会の村山さんと、村山さんの師匠

で名古屋市の市原さんが努め、参加者はそばの特
徴や作り方などの説明を受けたあとそば打ちを行
い、打ち立ての味を楽しんでいました。

西小学校の6年生と可児市にある
エマニエルブラジル人学校3年生の

児童とが総合的な学習時間を利用し交流授業を行い
ました。
この授業は国際交流・国際理解を深める目的で行

われ、当日はブラジルの子どもたちが得意なサッ
カーを混成チームを作ってプレーしたり、体育館で
ダンスをしながらお互いの交流を深めていました。

そば打ち体験 12
11

（水）

総合的な学習で国際交流12
20

（金）

今年もどんど焼きが第2保育所
で行われました。「どんど」とは
小正月（1月15日）に村境などで行う火祭のこ
とで、門松・竹・しめ縄などを集めて焚く行
事です。
保育所では、園児らが書いた書き初めなど

を焚き今年がんばりたいことをみんなの前で
誓っていました。どんど焼きの後は、この火
を使いお餅を焼いてみんなでおいしく食べま
した。

どんど焼き 1
15

（水）



吾
が
裡
に
ひ
そ
む
い
ら
だ
ち
ゆ
さ
ぶ
り
て

真
っ
赤
な
太
陽
沈
み
ゆ
き
た
り

横
山

寿
子

ま
ず
今
日
も
背
筋
を
伸
ば
し
安
ら
け
く

窓
打
つ
風
の
音
目
を
閉
じ
て
聞
く

岩
井
三
千
代

鳳
仙
花
の
種
に
触
れ
い
し
感
深
め

今
日
よ
り
核
の
査
察
は
じ
ま
る

山
田

君
子

起
立
し
て
君
が
代
唱
へ
る
会
場
に

違
和
感
も
ち
て
是
非
に
と
ま
ど
ふ

遠
藤

正
枝

鍬
入
り
の
正
月
の
行
事
と
初
鍬
に

む
す
び
し
注
連
も
み
お
や
の
教
え

渡
辺

節
夫

何
と
な
く
今
日
も
良
き
こ
と
多
き
日
と

刈
田
に
霜
置
く
朝
を
出
で
に
き

長
瀬

宗
子

亡
き
姉
の
四
十
九
日
に
ひ
も
と
き
し

八
十
四
年
の
長
き
絵
巻
を

山
田

志
ま

「
凛
と
咲
く
こ
と
も
少
少
つ
ら
く
な
る
」

此
の
詩
読
み
つ
つ
庭
の
白
ば
ら

赤
坂
富
美
子

亡
夫
の
頬
な
で
い
る
妻
の
放
心
に

柩
は
い
ま
だ
閉
ざ
さ
れ
ず
あ
り

紅
谷

茂

ぬ
く
い
ね
と
云
わ
ん
と
す
る
に
「
寒
い
な
も
」
と

背
中
丸
め
て
ご
隠
居
は
ゆ
く

肥
田

節
子

世
の
中
の
不
況
風
な
ど
吹
き
飛
ば
せ

歳
末
商
戦
た
け
な
わ
と
な
る

遠
藤

豊

お
は
こ
び
の
少
女
の
顔
の
あ
ど
け
な
く

着
物
の
裾
よ
り
ス
ニ
ー
カ
ー
覗
く

松
岡

久
美

強
か
に
仲
間
集
め
て
地
を
さ
ら
い

あ
わ
だ
ち
草
の
あ
ふ
れ
る
黄
色

垣
下

博
子

若
水
や
手
柄
杓
の
指
透
き
通
る

寺
田

島
子

独
り
居
の
心
根
静
か
な
賀
状
送
る

土
屋

正
子

山
小
屋
に
ケ
ー
ナ
の
音
色
冬
銀
河

佐
伯
美
千
代

葬
果
て
聖
夜
に
光
る
街
に
佇
つ

名
倉

晃
子

夫
の
箸
い
つ
も
の
座
に
置
き
雑
煮
餅

渡
辺

武
子

時
間
か
ら
時
間
に
区
切
ら
れ
て
勤
め

た
会
社
を
離
れ
手
無
沙
汰
に
、
自
分
の

好
む
仕
事
も
な
く
、
一
日
は
長
く
思
う
、

し
か
し
性
分
で
何
か
や
っ
て
い
な
け
れ

ば
退
屈
は
間
違
い
な
い
。

そ
ん
な
と
き
、
甥
に
誘
わ
れ
て
鮎
掛

け
に
出
か
け
て
み
た
。「
好
き
な
こ
と

は
や
め
ら
れ
ず
」
勿
論
今
年
始
め
て
そ

れ
も
午
後
か
ら
行
く
、
平
日
で
も
釣
り

人
多
く
至
る
所
に
車
が
駐
車
し
て
い

る
。
鮎
の
醍
醐
味
は
釣
り
人
で
な
け
れ

ば
味
わ
え
な
い
も
の
と
思
う
。
又
今
日

に
楽
し
み
を
求
め
て
釣
り
仲
間
の
多
い

こ
と
、
無
理
も
な
い
。
只
残
念
に
数
少

な
く
上
が
ら
な
い
事
が
一
層
の
寂
し
さ

を
ま
す
。

荒
瀬
も
鮎
も

こ
の
腕
の
仕
掛
け
と

竿
は
自
慢
に
と

昔
と
今
の
物
語

湖
産
の
稚
鮎
を
放
流
し
て
育
っ
た
鮎

は
天
然
物

飛
騨
川

白
川

何
処

に
い
っ
て
も
楽
し
め
た

毎
年
友
釣
り
に
思
い
出
は
多
く

今

と
昔
の
物
語
り
は
天
と
地
ほ
ど
の
差

に
驚
く

夢
と
幻

清
流
に
住
む
鮎
は

最
近
養
殖
物
に

変
わ
り
形
味
ま
で
違
っ
て
き
た

汚

濁
汚
川

水
量
不
足
で

悪
臭

も
う
食
べ
ら
れ
ん
魚
に
な
っ

た

昨
年
今
年
と
年
増
す
毎
に
友
釣

り
さ
え
出
来
な
く
な
っ
て

き
た

河
川
の
水
質
の
悪
化
に
魚
住

め
ず

昔
の
魚
今
何
処

他
の
魚
も

姿
消
す

遡
上
の
魚
も
魚
道
上
が
れ
ば
怖
い
川

鵜
が

鷺さ
ぎ

が
待
っ
て
い
る

上
が
り

下
り
は
ダ
ム
で
儘
な
ら
ず

天
敵

害
的
に
被
害
甚
大

古
老
の

嘆
き
は
当
然

寂
し
く
哀
れ
に
思
う

腰
掛
け
て

鮎
掛
が
出
来
る
川

場

所
が
な
く
な
っ
た

「
こ
ん
な
川
に

誰
が
し
た
」
怒
っ
て
み
た
が

仕
方

な
し

昔
に
戻
ら
ぬ
川

水

昔
に

戻
し
て
お
く
れ
爺
や
の
願
い

釣
り
道
具
は
宝
物

家
宝

「
今
が

昔
に
な
る
か
ら
」

裏
の
竹
藪
か
ら
切
っ
た
竹
を
焼
き
延

ば
し
て
竿
を
作
り
上
げ
た
時
代

竹
の
継
竿

買
え
ば
あ
っ
た

自
分

で
作
っ
た

カ
ー
ボ
ン
ロ
ッ
ト
の
継
竿
が
出
て

ハ
イ
カ
ー
ボ
ン
に
時
代
は
変
わ
る

軽
い
長
い
竿
が

時
代
の
先
端
を
行

く

便
利
に

今
じ
ゃ
使
う
場
所
が

無
い

仕
掛
け
も
自
分
で
作
る

い
ま
じ
ゃ

買
え
ば
何
で
も
あ
る
時
代

手
作
り
は

自
慢
な
り

こ
ん
な
エ
ッ
セ
イ
を
綴
り
な
が
ら
、

腰
痛
の
痛
さ
も
忘
れ
さ
せ
た
半
日
に
、

又
い
つ
の
日
か
待
つ
の
み
。
老
人
の
欲

か
な
年
甲
斐
も
な
く
自
分
の
好
き
な
こ

と
は
疲
れ
を
感
じ
な
い
も
の
、
ス
ト
レ

ス
解
消
と
な
っ
た
。

こ
ん
な
思
い
に
よ
い
な
が
ら
、
コ
タ

ツ
の
中
で
、
エ
ッ
セ
イ
を
綴
る
。

今
は
上
麻
生
の
水
槽
に
も
い
な
い

が
、
何
処
か
ら
か
湧
く
ご
と
く
集
ま

る
魚
、
元
は
白
川
か
ら
流
れ
飛
騨
川

は
ダ
ム
の
上
流
の
一
部
、
ケ
バ
リ
・

餌
つ
り
・
ガ
リ
で
釣
り
上
げ
て
い

る
。時

に
は
ハ
エ
・
雑
魚
が
少
な
く
な
っ

た
、
セ
ン
ポ
ラ
・
む
ぎ
つ
き
・
聞
け

ば
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
名

の
し
ら
な
い
魚
が
多
く
な
っ
た
と
聞

く
シ
ロ
ハ
エ
釣
り
の
季
節
が
来
た
今

年
も
い
け
る
か
な
。

丹
羽

文
彦

趣
味
趣
向
と
釣
り
も
そ
の
一
つ
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初
空
の
見
あ
ぐ
る
限
り
ま
さ
を
な
り

青
山

初
代

金
色
の
涛
の
た
ゆ
た
ふ
初
日
か
な

渡
辺

紀
子

冬
帽
を
脱
ぐ
に
失
意
を
ち
ら
と
見
し

木
沢

信
夫

奥
美
濃
の
幟
を
曝
す
雪
解
川

交
告

年
夫

鷹
匠
の
鷹
の
眼
を
し
て
放
ち
け
り

若
井

国
光

長
橋
や
落
ち
手
袋
の
凍
て
て
を
り

山
田

文
子

子
等
去
り
て
残
り
し
も
の
に
鏡
餅

馬
場

周
一

雪
を
被
る
恵
那
の
前
宮
谷
の
底

矢
田
鹿
苑
子

す
だ
く
虫

奏
で
る
コ
ー
ラ
ス
月
も
笑
む

桜
井

月
掌

冬
の
立
つ

師
の
走
る
足
音
近
い

水
野

悠
邦

上
る
月

墨
絵
の
様
に
里
照
ら
す

井
戸

墨
水

思
い
出

青
春
捧
げ
た
丘
に
佇
つ

加
藤

香
呂

は
し
ゃ
ぐ

夢
つ
め
た
リ
ュ
ッ
ク
が
踊
る

紅
谷

光
彩

冬
の
立
つ

神
は
出
雲
へ
旅
に
出
る

木
沢

鶴
女

蛙
鳴
く

め
す
呼
ぶ
声
が
弾
ん
ど
る

矢
島

倉
人

は
し
ゃ
ぐ

輪
に
解
け
込
ん
で
皺
伸
ば
す

西
村
穂
奈
美

冬
の
立
つ

菊
も
哀
れ
に
霜
浴
び
る

村
山

栄
香

嬉
し
い

お
日
柄
誉
で
て
千
代
契
る

遠
藤

靜
香

す
だ
く
虫

に
き
あ
う
野
辺
を
月
覗
く

道
家

梓

忘
れ
兼
ね

亡
夫
の
悌
げ
夢
で
追
う

水
野

雫
女

蛙
鳴
く

恋
の
季
節
は
賑
わ
し
い

栗
山

里
絵

芳
紀

ロ
マ
ン
夢
見
る
瞳
澄
む

小
沢

知
美

す
だ
く
虫

筵
の
句
座
に
風
情
増
す

中
島

亜
峰

「はたちの献血キャンペーン」「はたちの献血キャンペーン」「はたちの献血キャンペーン」
１2月中の届出

＊住民票を基準に掲載〔掲載を希望さ
れる方は、届け出（戸籍届出・証明書
請求など）の際に住民課窓口に申し出
てください。〕
※敬称略

上川辺　　坪　内　由　美
＝各務原市　杉　山　健　吾

石　神　　和　田　正　道
＝御嵩町　　光　野　有　沙　

中川辺　　安　田　　　裕　
＝美濃加茂市 中　村　和　代

比久見　　寺　田　江　見
＝可児市　　西　田　文　和

比久見　　加　藤　　　環
＝八百津町　松　浦　　　聡

下吉田　　馬　場　　　真　
＝福　島　　河　合　陽　子

上川辺　　安　藤　俊　夫　76歳　本人
石　神　　岩　田　熊　市　91歳　本人
中川辺　　今　井　文　平　81歳　清司
中川辺　　栗　山　政　彦　84歳　本人
中川辺　　右　田　實　生　62歳　本人
比久見　　横　山　和　夫　85歳　本人
比久見　　木　澤　正　子　84歳　久之
比久見　　肥　田　義　昭　85歳　本人

結　婚

石　神 加　藤　舜
しゅん

基
き

憲　之 男

石　神 酒　向　奏
かな

羽
う

伸　治 女

中川辺 石　黒　鈴
り

奈
な

幸　治 女

中川辺 永　吉　麟
りん

児
じ

郎
ろう

秀　充 男

西栃井 吉　川　圭
けい

騎
き

信　彦 男　

下川辺 鈴　木　琢
たく

朗
ろう

勝　重 男

出　生

（左から地区・死亡者・年齢・世帯主の順）

（左から地区・出生児・保護者・性別の順）

死　亡

人口……11,169人 （88減）
男……… 5,514人 （35減）
女……… 5,644人 （53減）
世帯数… 3,420世帯（21減）

人の動き

「はたちの献血キャンペーン」全国一斉運動を2月28日まで展開して
います。
川辺町では昨年度献血を5回実施し、157人（51.4 ）の協力を得られ

ました。しかし岐阜県献血目標数値である1回（1台）当たり22.4 を大
幅に下回っているのが現状です。
病気やケガなどで輸血を必要としている患者さんに安全な血液を供給

するため国内で使用するすべての血液製剤を国民の献血で確保する体制
の確立をめざしています。
新たに成人式を迎えた「はたち」の若者を中心に、400 献血への理

解と協力を求める「はたちの献血キャンペーン」を実施中です。ご理解
とご協力をお願いします。

おもな採血基準

献血にご協力いただいた方には、7～8項目の生化学・血球計数などの
検査結果が通知されます。また、心ばかりの記念品をお渡ししますので
多くの方のご協力をお願いします。

次回の献血　2月10日・5月23日・8月11日
会　場　保健センター
時　間　10:00～12:00 13:00～16:00

ご不明な点は川辺町保健センターまでご連絡下さい。（℡53－2515）
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1/1現在（カッコ内は前年同月比）

採血の種類 200 全血採血 400 全血採血
1 回 採 血 量 200 400
年　　　　令 16歳以上69歳以下 18歳以上69歳以下

65歳以上の方は60～64歳までの間に献血された事
がある方に限る

年間採血回数 男性　6回以内 男性　3回以内
女性　4回以内 女性　2回以内



合
併
の
方
式

合
併
の
方
式
に
は
制
度
で
は
、

新
設
合
併
と
編
入
合
併
の
二
種
類

が
あ
り
、
い
ず
れ
か
を
選
択
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
詳
し

い
説
明
は
広
報
川
辺
12
月
号
に
お

い
て
紹
介
し
ま
し
た
の
で
今
回
は

割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

の
項
目
に
つ
い
て
は
協
議
中
で
す
。

合
併
の
目
標
期
日

市
町
村
合
併
自
体
に
は
、
こ
の

日
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
期
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
合
併
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
合
併
を
阻
害
す

る
要
件
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
各

う
名
称
で
合
意
し
て
い
ま
す
。

新
市
の
事
務
所
の
位
置

新
市
の
事
務
所
と
い
う
の
は
、

新
し
い
市
の
市
役
所
の
本
庁
舎
の

こ
と
で
、
一
般
的
に
は
新
市
全
体

に
と
っ
て
交
通
な
ど
便
宜
の
よ
い
、

中
心
的
な
ま
ち
の
庁
舎
を
用
い
る

か
、
新
し
く
適
地
を
選
び
新
庁
舎

を
建
設
し
ま
す
。
多
く
の
職
員
を

物
理
的
に
収
容
で
き
る
こ
と
も
必

須
事
項
で
す
。

こ
の
地
域
の
場
合
、
今
後
協
議

が
進
み
合
併
す
る
と
決
ま
っ
た
と

し
て
も
、
現
在
考
え
ら
れ
て
い
る

合
併
の
目
標
期
日
ま
で
に
新
庁
舎

を
建
設
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す

か
ら
、
必
然
的
に
少
な
く
と
も
当

面
は
既
存
の
ど
こ
か
の
役
所
の
庁

舎
を
用
い
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
現
美
濃
加
茂
市
役

所
を
新
市
の
事
務
所
に
す
る
こ
と

で
合
意
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
新

庁
舎
を
建
設
す
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
協
議
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全

く
白
紙
で
す
。

財
産
及
び
債
務
の
取
扱
い

市
町
村
が
保
有
す
る
財
産（
基
金

や
土
地
、
建
物
な
ど
す
べ
て
）と
債

務（
借
金
や
今
後
支
払
い
義
務
の
発

生
す
る
も
の
な
ど
す
べ
て
）は
す
べ
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種
の
特
例
や
援
助
措
置
を
設
け
て

い
る
合
併
特
例
法
と
い
う
法
律
の

期
限
が
平
成
17
年
3
月
31
日
の
た

め
、
合
併
す
る
の
で
あ
れ
ば
こ
の

期
限
内
に
合
併
し
よ
う
と
す
る
市

町
村
が
大
勢
で
す
。

ま
た
合
併
の
成
立
ま
で
に
は
協

議
や
手
続
き
に
法
定
の
協
議
会
を

設
置
し
て
か
ら
22
カ
月
前
後
は
必

要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
目
標
か
ら
逆
算
し
て
法
定
の

協
議
会
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

新
市
の
名
称

新
市
の
名
称
に
つ
い
て
は
新
設

合
併
に
お
い
て
は
新
し
く
名
前
を

決
め
ま
す
が
、
合
併
す
る
市
町
村

の
名
前
を
あ
ら
た
め
て
使
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
編
入
合
併
に
お
い

て
は
編
入
す
る
ま
ち
の
名
前
を
使

う
こ
と
が
一
般
的
で
す
が
、
新
し

い
名
前
に
変
え
る
こ
と
も
可
能
で

す
。い

ず
れ
に
し
て
も
新
市
の
多
く

の
人
か
ら
親
し
ま
れ
地
域
を
代
表

す
る
名
前
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
の
は
当
然
で
す
。
な
お
、『
加
茂

市
』
と
い
う
の
は
新
潟
県
に
同
名

の
市
が
あ
る
の
で
残
念
な
が
ら
ル

ー
ル
上
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
に
よ
り
美
濃
加
茂
市
と
い

市
町
村
合
併
な
ん
で
も
情
報

そ
の
⑫

第
4
回
ま
で
の
協
議
会
に
お
い

て
、
基
本
5
項
目
と
追
加
5
項
目

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
う
ち

8
項
目
に
お
い
て
全
市
町
村
が
基

本
的
に
合
意
す
る
に
い
た
り
ま
し

た
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
合
意
と

は
任
意
の
協
議
会
で
の
合
意
で
あ

り
、
法
定
協
議
会
設
置
後
に
改
め

て
協
議
さ
れ
る
ほ
か
、
最
終
的
に

は
各
市
町
村
議
会
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
可
否
を
判
断
し
議
決
を
行
う

も
の
で
す
。
な
お
、
残
る
2
項
目

に
つ
い
て
は
1
月
30
日
開
催
予
定

の
第
5
回
の
検
討
協
議
会
で
引
き

続
き
協
議
さ
れ
ま
す
。

項
目
別
の
協
議
状
況
の
概
要
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。

第
４
回
の
検
討
協
議
会
に

つ
い
て

協
議
項
目
に
つ
い
て

協議項目

合併の方式

合併の目標期日　

新市の名称　

新市の事務所の位
置

財産及び債務の取
扱い

地域審議会の設置

都市計画税課税区
域の取扱い

役場・支所等の取
扱い　

公共施設の統合整
備の取扱い

議会の議員の定数
及び任期の取扱い

協議状況

継続協議

合　　意

合　　意

合　　意

合　　意

合　　意

合　　意

継続協議

合　　意

合　　意

基
本
5
項
目

追
加
5
項
目

合意の内容（概要）

平成17年3月31日までに

美濃加茂市

美濃加茂市役所

すべて新市に引き継ぐ

必要な区域には設置する

都市計画区域・課税区域を見
直したうえで課税する

10年後を目途とした公共施
設の再配置計画を協議する

法定協議会設置後に協議

別　表

今
回
は
1
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
4
回
の
美
濃
加
茂
市
・

加
茂
郡
町
村
合
併
検
討
協
議
会
（
任
意
協
議
会
）
の
協
議
内
容

に
つ
い
て
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
協
議
事
項
に
つ
い
て
ご
説

明
い
た
し
ま
す
。



て
新
市
に
引
き
継
ぐ
の
が
一
般
的

で
す
。

か
つ
て
昭
和
の
大
合
併
時
に
お

い
て
は
木
の
値
段
が
非
常
に
高
か

っ
た
た
め
、
長
年
育
林
し
た
山
林

を
旧
市
町
村
固
有
の
財
源
と
す
る

よ
う
新
市
に
引
き
継
が
な
い
と
い

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
現
在
で
は
木
や
山
林
の
価
値
が

下
が
っ
た
こ
と
や
管
理
に
か
か
る

費
用
の
問
題
も
あ
り
、
最
近
の
例

で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

協
議
に
お
い
て
は
す
べ
て
引
き

継
ぐ
と
い
う
方
向
で
合
意
し
て
い

ま
す
。

地
域
審
議
会
の
設
置

合
併
し
て
ま
ち
が
大
き
く
な
る

と
地
域
の
声
が
届
き
に
く
く
な
る

と
い
う
懸
念
が
あ
る
た
め
、
地
域

審
議
会
と
い
う
組
織
を
旧
市
町
村

別
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
審
議
会
は
、
市
長
の
諮
問

に
応
じ
て
審
議
を
行
う
ほ
か
、
必

要
に
応
じ
て
市
長
に
対
し
て
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
審
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

は
他
の
事
例
に
お
い
て
も
、
設
置

す
る
ケ
ー
ス
、
設
置
し
な
い
ケ
ー

ス
、
一
部
の
区
域
の
み
設
置
す
る

ケ
ー
ス
な
ど
様
々
で
す
。

協
議
に
お
い
て
は
必
要
な
区
域

に
は
設
置
す
る
と
い
う
方
向
で
合

意
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
税
課
税
区
域
の
取
扱
い

都
市
計
画
税
と
は
下
水
事
業
な

ど
の
都
市
計
画
事
業
に
要
す
る
費

用
に
充
て
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
事

業
に
よ
り
利
益
を
受
け
る
都
市
計

画
区
域
内
の
土
地
又
は
家
屋
の
所

有
者
に
課
税
す
る
目
的
税
で
、
現

在
は
8
市
町
村
の
な
か
で
美
濃
加

茂
市
だ
け
が
課
税
を
行
っ
て
い
ま

す
。都

市
計
画
区
域
と
は
健
康
で
文

化
的
な
都
市
生
活
と
機
能
的
な
都

市
活
動
を
確
保
す
る
た
め
、
都
市

計
画
法
な
ど
の
法
令
の
規
制
を
受

け
る
べ
き
土
地
の
範
囲
の
こ
と
で

す
。
具
体
的
に
は
美
濃
加
茂
市
、

坂
祝
町
、
富
加
町
、
川
辺
町
は
そ

の
区
域
全
体
が
都
市
計
画
区
域
に

指
定
さ
れ
、
八
百
津
町
は
一
部
の

区
域
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
七

宗
町
、
白
川
町
、
東
白
川
村
は
該

当
区
域
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
ま
で
の
協
議
に
お
い
て
、

ま
ず
新
市
の
区
域
全
体
に
お
い
て

都
市
計
画
区
域
と
し
て
指
定
す
べ

き
区
域
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の

後
都
市
計
画
税
を
課
税
す
べ
き
区

域
を
検
討
し
、
課
税
す
べ
き
地
域

が
あ
れ
ば
課
税
す
る
と
い
う
方
向

で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

役
場
・
支
所
等
の
取
扱
い

役
場
・
支
所
等
の
取
扱
い
と
は
、

本
庁
舎
と
な
る
庁
舎
以
外
の
現
在

の
各
庁
舎
と
各
市
町
村
の
支
所
・

出
張
所
な
ど
の
取
扱
い
の
こ
と
で

す
。行

政
経
費
の
低
減
を
図
る
に
は

職
員
数
の
削
減
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
現

在
の
各
庁
舎
が
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て

い
る
権
限
や
、
人
的
資
源
を
再

編
・
集
約
し
て
合
理
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
現
在

の
各
庁
舎
の
人
員
は
か
な
り
減
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

住
民
に
密
接
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
極
力
低
下
し
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
各

庁
舎
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と

し
て
残
す
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

こ
の
場
合
に
お
け
る
具
体
的
な
業

務
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
、
法
定

協
議
会
で
協
議
す
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。
合
併
検
討
協
議
会
に
お

い
て
は
こ
の
項
目
は
引
き
続
き
協

議
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
現
在
の
各
市
町
村
の
支

所
・
出
張
所
等
に
つ
い
て
は
新
市

に
お
い
て
も
当
分
の
間
、
現
状
を

維
持
す
る
方
向
で
協
議
を
進
め
る

こ
と
で
合
意
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
統
合
整
備
の
取
扱
い

役
場
・
支
所
以
外
の
公
共
施
設

に
お
い
て
も
、
効
率
性
の
た
め
に

は
重
複
施
設
な
ど
の
統
廃
合
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
一
般
的
に
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
施
設

に
つ
い
て
は
、
住
民
の
皆
様
に
与

え
る
影
響
も
大
き
く
、
ま
た
効
率

性
の
み
で
判
断
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
た
め
、
合
併
後
の
新
市
に
お

い
て
10
年
後
を
目
途
と
し
た
類
似

施
設
ご
と
の
再
配
置
計
画
を
協
議

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の

取
扱
い

議
会
議
員
の
定
数
と
任
期
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
原
則
の
範
囲

の
な
か
で
も
各
種
の
選
択
肢
が
あ

る
う
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
例
措
置

が
あ
り
、
さ
ら
に
合
併
の
方
式
に

よ
っ
て
も
影
響
を
う
け
る
こ
と
か

ら
、
法
定
協
議
会
の
設
置
以
降
に

検
討
方
法
を
含
め
て
協
議
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
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市町村合併についてのご意見は
メールアドレス・・kawabe@kb3.so-net.ne.jp

ホームページ内町民掲示板（BBS）・・
http://www.kawabe-gifu.jp

町長への手紙（用紙は自由）・・
役場、中央公民館、下麻生支所、B&G海洋センター、
やすらぎの家にポストが設置してあります。

役場経営管理課・℡53－2511（内線215）

美濃加茂市・
加茂郡町村合併検討協議会

美濃加茂市太田町3431-1 ℡27-5792
E-mail gappei@city.minokamo.gifu.jp
ホームページアドレス
http://www.city.minokamo.gifu.jp/gappei
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20
歳
の
門
出
を
祝
う
「
平
成
15
年
川

辺
町
成
人
式
」
が
、
1
月
12
日
（
日
）川

辺
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
川
辺
町
成
人
式
は
昭
和
57
年

度
に
生
ま
れ
た
方
が
対
象
で
総
勢
114
名

が
成
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
会

場
で
は
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
晴
れ
や

か
な
着
物
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
、

友
人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
喜
ぶ
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
町
長
を
始
め
多
く
の
来
賓

の
方
々
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
川
辺
町
を

担
う
新
成
人
へ
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

ら
れ
ま
し
た
。

＊
新
成
人
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。（敬
称
略
）

青
木

裕
司

青
木

誠
子

有
本

絵
美

石
井

裕
次

石
原

佳
和

市
原
亜
矢
子

井
戸

大
輔

井
戸

基
晴

井
戸

良
弘

今
井

秋
智

岩
井

美
妃

碓
井

彩
子

江
口

貴
英

江
口

達
耶

大
谷

洋
介

大
生

宏

小
縣

祐
介

岡
部

祐
介

小
川

紀
久

奥
田

益
巳

奥
村

泰
浩

小
栗

亜
希

小
栗

俊

小
野

友
規

加
藤

鮎
美

加
藤

悦
子

加
藤

俊
也

加
藤

朱
里

加
藤

智
大

加
藤

則
和

加
藤
真
理
子

兼
岩

隼
史

亀
山

涼
子

河
合

美
幸

神
田

晃
典

木
下

豊

日
下
部

瞳

栗
山

静

畑

礼
希

小
澤
摩
希
子

佐
伯

拓
哉

佐
伯

渚

佐
伯

真
希

佐
伯

恵

阪
下
み
さ
き

櫻
井

聖
子

酒
向

高
明

佐
藤

恵

座
間
由
加
里

塩
原
由
佳
子

杉
山

怜
子

鈴
木

昭
博

鈴
木

聡
子

曹

江
南

高
木

啓
伍

高
田

健
正

高
橋

秀
典

高
橋
麻
理
子

武
市

実
沙

武
市

幸
宏

田
原

絵
美

田
原
沙
央
里

田
原

優
美

田
端
め
ぐ
み

土
屋

ま
り

中
西

賢
二

中
野

裕
矢

長
尾

幹
子

西
垣

直
美

西
垣

寛
晃

野
村

晋
佑

野
村

愛

白
村
真
由
美

橋
本

健

長
谷
川
祥
子

長
谷
川

淳

長
谷
川
雅
人

長
谷
部
裕
子

平
井
香
代
子

平
岩

佐
織

平
岡

沙
恵

平
岡

由
衣

平
岡

豊

平
岡

涼
子

藤
井

麻
矢

古
澤
美
由
紀

古
田

健
二

紅
谷

年
則

紅
谷
奈
江
子

堀
部

満
由

松
野
明
日
香

水
野

邦
彦

三
宅

広
章

村
山
り
え
子

矢
坂
美
沙
希

安
井

美
智

安
江

知
春

山
岡

理
恵

山
田

皓

山
田

賢
太

湯
川

英
実

横
田

沙
織

横
田

治
子

横
山

俊
介

吉
川
佳
保
里

吉

田

文

香

若

井

陽

子

渡
邉

功

渡
邉

一
章

渡
邉

誠
子

渡
邉

拓
征

渡
邉

晴
美

渡
邉

真
人

渡
辺
見
樹
重



◆保育園・学校行事
3日（月）上米田保育園ひなまつり
3日（月）第一保育所ひなまつり
第二保育所ひなまつり

11日（火）中学校卒業式
25日（木）各小学校卒業式
27日（木）第一・第二保育所、上米田保育園卒園式
◆心配ごと相談
5日（水）9：00～12：00（やすらぎの家）
19日（水）9：00～12：00（やすらぎの家）

◆消防団
春の火災予防週間（町内巡回）
1日（土）～7日（金）

◆ごみ収集
9日（日） 燃えないごみ（金物類）

資源ごみ（食用空缶）
粗大ごみ（金物類）

12・13日　 蛍光管
12・13・26・27日ペットボトル

１日（土） ㈲飛水プロパン　５３－２１４４
２日（日） 加茂水道工業㈱　５３－４５８４
８日（土） ㈱中嶋設備　　　５３－２６０７
９日（日） ㈱和泉　　　　　５３－５１０２
１５日（土） ㈱長谷川商店　　５３－５０２５
１６日（日） ㈱渡辺工務店　　５３－２１２３

２１日（金） ㈲三品住宅設備　５３－２２７７
２２日（土） 栄伸工業所　　　５３－２７０６
２３日（日） ㈲飛水プロパン　５３－２１４４
２９日（土） 加茂水道工業㈱　５３－４５８４
３０日（日） ㈱中嶋設備　　　５３－２６０７

＊都合により当番店が代わる場合があります。
＊当番店に電話が通じないときは役場（TEL53-2511）までご連絡ください。
＊修理対象は、町の上水道管と直結された給水装置だけです。

（都合により日時などが変更になることもあります。）

kawabe Town Cale
nd

ar
3

3

予 定 価 格……町が契約を締結するに際し、契約金額の基準として定める価格で、入札において、
この価格を超えて契約を締結することはありません。（税込み金額）

落 札 金 額……入札により契約の相手方に決定した業者の請負金額。（税込み金額）
落 札 業 者……当該入札において、町と契約を締結することとなった業者。
入札参加業者数 ……当該入札に参加した業者数。

＊入札結果詳細は、役場経営管理課にて閲覧できます。

お問い合わせ　経営管理課 TEL２５-２５１１（内線２１６）

予定価格が５００万円以上の町発注公共工事（建設工事）に係る入札の結果です。（該当６件）

公共工事入札結果公共工事入札結果 １２月の入札

用語の

意味
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庁内ＬＡＮ更新に伴う通信回線管路及び
電算室整備改修工事

工　事　名

7,980,000

予定価格（円）

5,617,500

落札金額（円）

シーキューブ㈱

落札業者

9

入札参加業者数

消
防
団
員

表

彰
１
月
４
日
に
行
わ
れ
た
消
防
出
初
め

式
に
て
、
消
防
業
務
に
優
れ
た
功
績

や
献
身
的
な
努
力
を
さ
れ
た
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

●
退
職
者
表
彰

▼
消
防
庁
長
官
表
彰
・
銀
杯

日
下
部
明
伸
、井
戸
弘
希
、

井
戸
冷
二

▼
岐
阜
県
知
事
・
楯

佐
伯
政
宣
、
佐
伯
健
治

●
岐
阜
県
知
事
表
彰

▼
勤
続
功
労
賞

可
茂
消
防
事
務
組
合
川
辺

出
張
所

消
防
士
長

柴
山
光
央

▼
功
労
章

遠
藤
一
広
、
毛
利
康
彦

●
日
本
消
防
協
会
表
彰

▼
功
績
章

佐
伯
正
己

●
岐
阜
県
消
防
協
会
表
彰

▼
功
績
章

加
藤
正
徳
、
佐
伯
浩
二
、

池
戸
高
斗
、
中
川
明
一
、

佐
伯
毅
彦

●
中
濃
地
域
振
興
局
長
表
彰

▼
功
労
章

安
田
秀
次
、
渡
辺
英
樹

●
加
茂
郡
消
防
協
会
長
表
彰

▼
勤
労
賞

則
武
圭
輔

▼
表
彰
状

赤
坂
博
嗣
、
佐
伯
浩
二
、

鈴
木
勝
重
、
石
井
久
幸
、

池
戸
高
斗

●
町
長
表
彰
（
５
年
）

高
井
隆
嘉
、
前
島
嘉
則
、

平
岡
毅
史
、
平
岡
善
伸
、

古
川
裕
明
、
西
村

要
、

渡
辺
誠
治
、
加
藤
重
信
、

若
井

剛
、
渡
辺
裕
介
、

加
藤
正
和
、
天
池
慶
明
、

大
竹
淳
恵
、
林

啓
幸
、

福
田
一
成
、日
下
部
幸
司
、

安
藤

茂
、
岡
本
康
一
、

佐
伯
荘
二
、
馬
場
由
知
、

加
藤
孝
浩
、
所

真
直
、

桜
井
秀
雄
、
加
藤
博
樹
、

山
田
伸
二
、
多
田
幸
司
、

神
田
貴
祐

●
団
長
表
彰
（
３
年
）

荒
武
智
明
、
長
島
慎
治
、

井
戸
真
英
、
平
川
智
博
、

今
井
孝
行
、
林

信
夫
、

有
本
憲
生
、
奥
村
一
裕
、

橋
本
宏
秋
、
道
家
克
哉
、

佐
伯
孝
行
、
佐
藤
新
一
、

肥
田
彰
吾
、
土
谷
幸
一
、

馬
場
和
志
、
松
本
卓
也
、

都

庄
吉
、
町
田
夏
樹



「税財源のあり方と小泉政権の取
り組み」

【入場料】無料
【問合先】
（社）岐阜県山林協会
岐阜市六条江東２丁目５-６
岐阜森林文化センター内
℡（０５８)２７３-７６６６
FAX (０５８)２７３-３９３３

職業生活設計支援セミナー開催
高齢期雇用就職支援コーナーで

は、定年を間近にひかえた方々及び
企業の人事・労務担当者を対象に、
雇用情勢や定年後の職業生活に必要
な知識・情報の提供を行っており、下
記のとおりセミナーを開催します。
【日時】
２月２４日（月）１３：３０～１６：００

【会場】
岐阜県県民ふれあい会館
岐阜市藪田南５-１４-５３

【講演】
中級「年金講座」
～６０歳からの得する働き方・在職
老齢年金とは～

【講師】
社会保険労務士　古田さよ子氏

【定員】１００名
【対象】
企業の人事・総務担当者

【申込・問合先】
ハローワーク岐阜
高齢期雇用就職支援コーナー
岐阜市金町４-３０明治生命岐阜金
町ビル２階
℡０５８-２６３-４５７７

恩給失格者、引揚者のみなさまへ
総務省の認可法人である平和祈念

事業特別基金では、次の方に、慰籍
の念を示すため、内閣総理大臣名の
賞状などを贈呈しています。
◎旧軍人軍属で恩給などを受けてい
ない、いわゆる恩給失格者の方

①外地等の勤務経験があり、加算年
を含む在職年が３年以上の方及び
実在職年が１年以上の方に、内閣
総理大臣名の書状・銀杯を贈呈し
ています。

②内地勤務経験のみの方で、加算年
を含む在職年が３年以上の方及び
実在職年が１年以上の方に、内閣
総理大臣名の書状を贈呈していま
す。

③上記対象者で、請求を行うことな
く亡くなられた方に、ご遺族から
の請求に応じて対象者あての内閣
総理大臣名の書状を贈呈していま
す。（③の請求期限：平成１７年３月
３１日）

◎終戦に伴い本邦以外の地域から引
き揚げてこられた方
昭和４２年の引揚者特別交付金を
受給された方に、内閣総理大臣名
の書状を贈呈しています。（請求期

限；平成１５年３月３１日）
○請求書類は役場住民課に用意して
あります。なお、すでに請求され
た方は、請求の必要はありません。

【問合先】
総務省許可法人
平和祈念事業特別基金
℡０１２０-２３４-９３３
ホームページ
ｈｔｔｐ:/ｗｗｗ.ｈｅｉｗａ.ｏｒ.ｊｐ/

・定期預金等については、これまで同様、元本１０００万円までとその利息
等が保護されます。それを超える部分は、破綻金融機関の財産の状況
に応じて支払われます（一部カットされることがあります）。

・平成１７年４月以降は、当座預金等の利息のつかない預金が全額保護さ
れることになります。

・預金保険制度、濃漁協系統貯金保険制度ともに同様の取扱がなされま
す。
詳しくは金融機関の窓口または預金保険機構、農水産業共同組合貯金

保険機構、財務局にお問い合わせ下さい。

【問合先】 預金保険機構　℡０３-３２１２-６０２９
東海財務局　　℡０５２-９５１-２４９０

当座預金、普通預金、別段預金は
平成１７年３月まで引き続き全額保護されます。

平成１５年度の放課後児童クラブに入所を希望される方は、下記の受
付期間内に申込書に必要書類を添えて、住民課へお申し込みください。
なお、入所される児童の保護者の方は、事前に行われる説明会に必ずご
出席くださるようお願いします。

【受付期間】３月３日（月）～３月１４日（金）

【入所条件】
①町内の小学校に通う児童で、放課後、土曜日及び長期休暇期間に保
護者が就労等のため、家庭で保護ができない場合。

②上記の状態が１ヶ月に１５日以上続く場合。

【説 明 会】日時：３月４日（火） 午後６時３０分～
場所：川辺町やすらぎの家
※当日は、利用料金、運営方法等をご説明いたします。

【備　　考】
申込用紙は住民課にありますが、説明会の会場でもお渡しします。

【問 合 先】役場住民課　℡５３-２５１１（内線１２３）

平成１５年度放課後児童クラブ入所申込みについて
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情報
ボックス
INFORMATION

役場 ℡ 53-2511
FAX 53-2374

上米田支所（B&G）
℡ 53-2911

下麻生支所 ℡ 53-5017
中央公民館 ℡ 53-2650
やすらぎの家 ℡ 53-2121

役場 ℡ 53-2511
FAX 53-2374

上米田支所（B&G）
℡ 53-2911

下麻生支所 ℡ 53-5017
中央公民館 ℡ 53-2650
やすらぎの家 ℡ 53-2121

住宅金融公庫の返済が
困難な方へ
長引く景気低迷によって収入が減

少したり、転退職や勤務先倒産など
による減収で住宅金融公庫へのご返
済が困難になった方に対する返済負
担軽減措置の内容が一部拡充され、
当面の返済負担を大幅に軽減します。
この返済方法の変更措置の適用期

間は、平成１６年３月３１日までです。
詳しくは住宅金融公庫名古屋支店

又はご返済先の金融機関にお問い合
わせ下さい。
【問合先】
住宅金融公庫名古屋支店
℡０５２-２６３-３０２９

要介護認定者の
障害者控除について
税務申告をされる本人または扶養
家族が障害者に該当する場合、「障害
者控除」として一定金額を所得から
差し引くことができます。
障害者控除は、障害者手帳の交付

を受けられていない方でも、６５歳以
上で要介護認定を受けている方（寝
たきりや痴呆などで介護が必要な
方）も対象になる場合がありますの
で、住民課で確認の上、「障害者控除
対象者認定書」の交付申請をして下
さい。
【問合先】
役場住民課

～from the Mayor's Desk～ 町
長
の
机
か
ら
―
⑰

一

衣

帯

水

「
一
衣
帯
水
」
と
い
う
こ
と
ば

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
語
は
、「
い

ち
、
い
た
い
、
す
い
」
と
い
う
三

つ
の
こ
と
ば
で
成
り
立
つ
も
の

で
、「
ひ
と
筋
の
」「
帯
の
よ
う
な
」

「
川
」
の
意
。「
衣
帯
」
は
、
着
物

の
帯
、「
水
」
は
川
の
意
で
す
。

隋（
ず
い
）の
文
帝（
ぶ
ん
て
い
）

楊
堅（
よ
う
け
ん
）（
5
8
1
〜
6

0
4
在
位
）が
、
陳（
ち
ん
）の
国

を
攻
め
る
と
き
に
部
下
の
高

（
こ
う
け
い
）に
「
私
は
人
民
の
父

母
と
な
っ
て（
人
民
を
保
護
す
る

の
だ
か
ら
）、
ど
う
し
て
一
本
の

帯
の
よ
う
な
狭
い
地
域
を
限
定
し

て
人
民
を
助
け
な
い
こ
と
が
で
き

よ
う
か（
す
べ
て
の
人
民
を
助
け

な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
）」
と
い
っ

た
こ
と
ば
に
よ
り
ま
す
。（
出
典

「
陳
書
」）日
本
と
中
国
、
日
本
と

韓
国
の
外
交
交
渉
の
場
で
も
使
わ

れ
た
こ
と
ば
で
、
現
在
で
は
、

「
非
常
に
狭
い
こ
と
、
ま
た
、
そ

の
川
や
海
峡
を
隔
て
て
非
常
に
近

い
こ
と
の
た
と
え
」
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

昨
年
6
月
15
日
、
美
濃
加
茂
農

協
通
常
総
代
会
が
川
辺
町
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
濃

地
域
5
農
協
の
合
併
を
10
ヶ
月
後

に
控
え
て
開
催
さ
れ
た
会
合
の
あ

い
さ
つ
で
、
川
合
良
樹
美
濃
加
茂

市
長
は
、
来
賓
祝
辞
に
こ
の
こ
と

ば
を
使
わ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
5
農
協
の
合
併
を
祝
っ
て

お
っ
し
ゃ
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま

せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
美
濃
加
茂
市

と
加
茂
郡
7
町
村
が
合
併
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
含

蓄
に
富
ん
だ
こ
と
ば
だ
と
思
い
ま

す
。美

濃
加
茂
市
と
加
茂
郡
と
は
、

も
と
も
と
同
じ
旧
加
茂
郡
に
属
す

る
市
町
村
で
す
。
こ
の
地
域
は
、

木
曽
川
と
そ
の
支
流
で
あ
る
飛
騨

川
の
流
域
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
一

衣
帯
水
」
の
地
域
な
の
で
す
。

昨
年
8
月
末
に
設
立
さ
れ
た
美

濃
加
茂
市
・
加
茂
郡
町
村
合
併
検

討
協
議
会
の
第
4
回
会
合
が
1
月

15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
合
併

方
式
な
ど
の
基
本
5
項
目
に
加
え

て
、
役
場
・
支
所
等
の
取
り
扱
い

な
ど
の
追
加
5
項
目
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。
合
併
方
式
、

役
場
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
議
論

は
白
熱
し
た
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
根
本
に
、

同
じ
一
つ
の
新
し
い
ま
ち
を
つ
く

っ
て
い
く
ん
だ
、
と
い
う
共
通
の

認
識
を
持
ち
た
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、

川
辺
町
に
帰
属
し
て
い
る
我
々
川

辺
町
民
は
さ
ら
に
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
た
新
し
い
大
き
な
ま
ち
に

帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

夢
と
希
望
を
も
っ
て
、
ね
ば
り
強

く
、
事
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

川
辺
町
長
佐
藤
光
宏

２月の税

固 定 資 産 税　　（４期）

＊納付は便利な口座振替で

２月２８日まで

℡５３-２５１１（内線１２２）

おむつ代の医療費控除について
介護保険の要介護認定を受けてい

る方で、寝たきり状態の方のおむつ
代の医療費控除が認められています。
税務申告の際、最初の年は領収書

と医師が発行する「おむつ使用証明
書」が必要です。２年目以降は、医
師の証明書に代えて町の確認書で認
められます。
なお、町が確認書を発行できるの

は１４年中に使用したおむつ代（平成
１５年に税務申告する分）からとなり
ます。
【問合先】
役場住民課
℡５３-２５１１（内線１２２）

舛添要一講演会のお知らせ
岐阜県山林協会の事業として下記

講演会が開催されます。
【日時】
３月１７日（月）１３：３０～１５：３０

【場所】長良川国際会議場
４階大会議室
岐阜市長良福光２６９５－２
ＴＥＬ (０５８)２９６-１２００

【講演者】
舛添要一 氏　参議院議員
岐阜県森林愛護隊隊長

【演題】
「地球温暖化対策と森林の役割」
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上
川
辺
の
市
原
さ
ん
と
い
う
方

か
ら
「
十
年
ほ
ど
前
か
ら
池
に
飼

っ
て
い
る
カ
メ
が
珍
し
く
卵
を
産

ん
だ
が
、
三
ヶ
月
た
っ
て
も
そ
の

卵
は
か
え
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
カ
メ
は

甲
羅
の
長
さ
が
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど

も
あ
る
大
き
な
イ
シ
ガ
メ
で
し
た
。

イ
シ
ガ
メ
は
日
本
特
産
の
カ
メ

で
、
川
や
池
に
広
く
分
布
し
て
い

て
、
昔
か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
て

い
る
代
表
的
な
カ
メ
で
す
。

日
本
に
は
イ
シ
ガ
メ
に
よ
く
似

た
ク
サ
ガ
メ
が
い
ま
す
が
、
イ
シ

ガ
メ
は
甲
羅
の
中
央
に
一
本
の
隆

起
し
た
縦
線
が
あ
る
の
に
対
し
て
、

ク
サ
ガ
メ
は
中
央
の
ほ
か
、
そ
の

左
右
に
も
隆
起
し
た
線
が
あ
り
、

ま
た
、
甲
羅
の
後
部
が
イ
シ
ガ
メ

は
少
し
切
れ
込
み
が
あ
り
ギ
ザ
ギ

ザ
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ク
サ
ガ

栄養価（1食当たり）

《給食センター》

メ
は
丸
く
な
っ
て
い
る
の
で
区
別

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
シ
ガ
メ
も
ク
サ
ガ
メ
も
水
底

で
冬
眠
し
て
冬
越
し
を
し
ま
す
。

産
卵
期
は
春
か
ら
夏
で
、
地
面
に

穴
を
掘
り
数
個
か
ら
十
数
個
の
卵

を
産
み
ま
す
。
ふ
化
に
は
二
〜
三

ヶ
月
か
か
り
ま
す
。
か
え
っ
た
ば

か
り
の
子
ガ
メ
は
丸
い
形
を
し
て

い
る
の
で
ゼ
ニ
ガ
メ
と
呼
ば
れ
て
、

昔
か
ら
夜
店
な
ど
で
よ
く
売
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
ミ
ド
リ

ガ
メ
と
い
う
名
で
外
国
産
の
子
ガ

メ
が
売
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。

イ
シ
ガ
メ
の
雌
雄
は
、
雌
の
肛

門
が
尾
の
付
け
根
あ
た
り
に
あ
り

尾
が
細
く
見
え
ま
す
が
、
雄
の
肛

門
は
尾
の
中
ほ
ど
に
あ
っ
て
尾
が

太
く
見
え
る
の
で
、
尾
の
太
さ
で

見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雑

食
性
で
す
か
ら
、
小
魚
や
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
、
ザ
リ
ガ
ニ
、
水
生
昆

虫
な
ど
の
ほ
か
、
植
物
質
の
も
の

も
食
べ
ま
す
。
家
庭
で
飼
う
と
き

は
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
売

ら
れ
て
い
る
固
形
飼
料
の
外
、
煮

干
し
、
パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
も

食
べ
ま
す
か
ら
、
簡
単
に
飼
育
で

き
ま
す
。

川
辺
・
自
然
と
ふ
れ
あ
う
会

栗

山

圀

彦

その82
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●
材
料
（
5
人
分
）

米
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
合

麦
…
…
…
…
…
…
米
の
量
の
1
割

豚
も
も
肉
…
…
…
…
…
3
0
0
ｇ

こ
い
く
ち
醤
油
…
…
小
さ
じ
1
強

酒
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
1
弱

冷
凍
い
ん
げ
ん
…
…
…
…
…
25
ｇ

干
し
い
た
け
…
…
…
…
…
中
3
枚

た
け
の
こ
缶
…
…
…
…
…
…
75
ｇ

人
参
…
…
…
…
…
…
…
…
…

本

中
双
糖
…
…
…
…
…
小
さ
じ
1
強

エ
ネ
ル
ギ
ー

3
0
2
kcal

タ
ン
パ
ク
質

9
・
7
g

脂

質

3
・
9
g

1月21日の
給　　食

中華風炊き込みごはん

●
作
り
方

①
米
と
麦
は
合
わ
せ
て
洗
い
、
少
し
多

め
の
水
で
炊
く
。

②
豚
も
も
肉
を
小
口
に
切
り
、
醤
油
と

酒
で
下
味
を
つ
け
て
お
く
。

③
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、
豚
肉
を
炒

め
、
色
が
変
わ
っ
た
ら
い
ん
げ
ん
以

外
の
材
料
を
加
え
て
炒
め
る
。

し
い
た
け
の
戻
し
汁
と
、
調
味
料
を

入
れ
て
、
味
を
と
と
の
え
る
。

④
最
後
に
塩
ゆ
で
し
た
い
ん
げ
ん
も
加

え
て
火
を
止
め
、
①
の
ご
は
ん
に
混

ぜ
合
わ
せ
る
。

●
一
口
メ
モ

・
料
理
名
は
、
炊
き
込
み
ご
は
ん
で
す

が
、
給
食
で
は
、
具
を
別
に
作
っ
て

お
い
て
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。

・
豚
肉
に
下
味
を
つ
け
て
炒
め
て
あ
る

の
で
、
肉
特
有
の
臭
み
は
全
く
感
じ

ま
せ
ん
。
彩
り
も
良
く
、
食
欲
を
そ

そ
り
ま
す
。

こ
い
く
ち
醤
油
…
…
小
さ
じ
1
■

塩
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
1
弱

酒
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
1
■

サ
ラ
ダ
油
…
…
…
…
…
小
さ
じ
1
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